
目的
ホッコクアカエビは本県沖合底びき網漁業の主要
漁獲対象魚種の一種である. 本県沖合における資源
状況及び生態についての基礎資料を収集し, 適正な
資源利用を目指す.

方法
(１) 漁獲状況調査
本県沖合底びき網漁業の基地である田後漁協 (田
後), 県漁協網代港支所 (網代), 県漁協本所 (賀露)
の漁獲量と水揚げ金額を集計した.
(２) 調査船調査
本県沖合及び周辺海域においてトロール調査を実
施した.

結果
(１) 漁獲の推移
単一魚種として計上され, 統計として利用できる
のは, 網代で����年, 田後, 賀露で����年からであ
るため, ����年以降の鳥取県における漁獲量, 金額
の推移を図１に平均単価の推移を図２に示した. 漁
獲量は����年以降, 減少傾向にあり, ����年以降は
低位で横ばい傾向となっている. ����年は前年並の��トンであった. 一方, 水揚げ金額は����年には����億円であったのが, その後, 激減し, ����年以
降は１億円前後で推移している. ����年は前年並の

���億円であった. 平均単価は����年台後半には�����
円／㎏近くであったものが, 減少の一途をたどり,����年は�����円／㎏にまで下落し, ����年は�����
円／㎏に上昇したが, ����年は再び下落し, �����
円であった.

(２) 生物測定����年��月��日から��日にかけて鳥取県沖合 (東
側海域) および隠岐島西方 (西側海域) において試
験船第一鳥取丸を用いて分布調査を行った. その位
置および操業結果を表１に示した.
調査結果では, 全体には�����から�����の西側海

域で分布密度が高く, 東側海域で低い傾向があった.
また, 水深では����から出現し始め, 水深����ま
での調査であったが, 深くなるほど分布密度が高く
なる傾向がみられた.
次に水深別銘柄別体長別分布密度を図３に示した.
内卵, 外卵を持たない個体は, 西側海域では水深��������で出現し始め, 深くなるほど分布密度は高く,
小型個体も見られた. また, 外卵を保有する個体も,
今回の調査では水深の最も深い水深��������で多
く, 頭胸甲長��㎜と��㎜にモードが見られた.
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７) ホッコクアカエビ資源調査
倉長亮二

図１ ホッコクアカエビの漁獲量と金額の推移 図２ ホッコクアカエビの単価の推移
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図３ ホッコクアカエビの海域別体長別銘柄別分布密度



－��－

表１ ホッコクアカエビ分布調査結果




